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つるつるする～！

この夏は暑い日も多く、水遊びがとても気持ち良くできました。水の感触を楽しんでいた子ども達は、氷

遊びにも興味をもち、子ども達と水を容器に入れて冷凍庫に入れました。次の日、容器を持って来ると「どう

なっているかな？」とわくわく・どきどきの子ども達。見てみると「こおってる～！」とすぐに触って感触を確

かめていました。「つめたいね」「つるつるする～！」とそれぞれが氷の感触に気付き、保育者や友達に指を

差して知らせたり言葉で伝えたりしました。氷が溶けてくると「あっ、だんだんとけてきたよ」「おみずができ

た！」と氷から水への変化に興味津々でした。容器から氷を出して見たり、「せんせい、さわってみて！」「お

みずにいれてみよう！」と保育者にも声を掛け一緒に触ったり、水に入れて溶ける様子をじっと見たりしてい

る子どももいました。水に入れるとあっという間に溶けていき、子ども達は「もうなくなった」「なんで～？」

と驚きと不思議な気持ちで見ていました。

氷遊びを通して、子ども達が氷の感触を確かめたり、「どうなるかな？」と自分で試したりしようとする姿

が見られました。また、自分の気付きを保育者や友達に言葉で伝え、一緒に触れてみるなど、気付きを一緒に

喜んでいました。

だんだん
とけてきたよ！

〇 育っている姿


